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市町風水害危機管理演習（図上訓練）を実施 
～初めて静岡県と訓練を共同開催～ 
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 １／２１に静岡県と共催で市町風水害危機管理演習（図上訓練）を実施しました。２年前
からコントローラーとして参加をしている本演習ですが、今年度は初めて県と共催で演習
の企画段階から関わり狩野川流域を舞台に図上訓練のシナリオを策定しました。 
 訓練はロールプレイング形式で実施し、静岡県東部の自治体職員がプレーヤーとして参
加し、危機管理能力の向上に向けて演習に取り組みました。 

記事の詳細については(河)副所長(TEL:055-934-2001)にお問い合わせ下さい。 

1．災害事象に応じた適切な体制の移行 
2．関係機関の情報伝達・共有方法の確立 
3．防災情報の理解促進と災害対応の的確な判断 
 能力の向上 

訓練目的 

 災害時に発表される狩野川洪水予報及び大雨警
報や土砂災害警戒情報をはじめとする気象警報等の
防災情報の理解及び活用を期待し、避難勧告・指示
のタイミングや内水氾濫等への対応、関係機関との
情報伝達について検証しました。 

 狩野川流域の災害対応には自治体職員の危機管理能力の向上が欠かせません。水
防法の改正により河川管理者の水防活動への協力が明確になる中、継続して能力向上
に向けた取り組みを行っていきたいと思います。 

 避難所の開設では、浸水想定も考慮し日没前に避難が完了するように対応を進めるなど、住民の安 
全を考える姿勢が見られ、広報対応も記者会見の設定など積極的に実施されました。 
 また、計画高水位でのポンプ停止を踏まえ発生する被害イメージ（浸水範囲拡大等）を本部内で共有
するなど、良い対応も見られました。 
 しかし、堤防への亀裂や漏水対応での水防工法の理解、リエゾンの活用などで課題も見られ、今後の
改善点について確認もできました。 

訓練スケジュール 

4．適切な避難勧告発令の決心、その過程の検証 

 演習ではコントローラー（状況付与）、リエゾン派遣、演習評価を担当しました。 

状況変化に緊迫するプレーヤー 状況付与を行うコントローラー 演習評価を述べる副所長 
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